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RTSSの使いかた
一東大データベースの利用を中心として一
電気系　　角　由　正　博
ユ．　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
咋年の9月にRTSS（リモートTSS）の供用が開始され、学内の端末を用い、本学の計算機
センターのシステム（以下センターと略す）を介して東京大学大型計算機センターのシステム（以
下東大センターと略す）を対話的に利用することが出来るようになった。　また、本年4月から共
通利用番号制が実施されるため、全国七大学の大型計算機センターについても同様に容易に利用す
ることが出来るようになり、更にRTSSが使い易くなるものと期待されている。　そこで本稿で
は、このRTSSに親しむために東大センターが提供しているデータベースを用いた情報検索を例
として取り上げ、RTSSの簡単な使い方について説明を試みることにする。
東大センターを利用するには、直接センターに出向く方法、RJSを用いてバッチジョブとして
処理を行う方法、NTTの電話回i線を使用して直接東大センターを利用する方法、及びRTSSを
使用して利用する方法等がある。　またRTSSを使用する場合には学内の専用端末を用いる方法
と、パーソナルコンピュータを端末として用いる方法の二通りの方法がある。　いずれの方法にも
一一ｷ一短があるが、東大センターを対話的に利用したい場合には、必要な経費が少なくて済む点及
び使い勝手を考慮すると、パーソナルコンピュータをTSS端末として用い、本学のセンターを介
して利用する方法が最適であるものと思われる。　そこでここではパーソナルコンピュータと音響
カップラを用い、本学のセンターを介して東大センターを利用するための方法を中心に述べること
にする。
2．RTSSのための準備
既に、本学及びその他の大学の計算機を実際に使用しておられる方が大部分であると思われるが
先ず学内外の計算機を利用するために必要な手続きにっいて簡単に述べておく。　センターの別を
問わず計算機を利用するには利用申請を提出してユーザ名、グループ名、及びパスワードを発行し
てもらう必要がある．　例えば、本学のセンターを介して東大センターを使用するには、本学と東
大の二箇所に利用申請を提出しなければならない（注：共通利用番号制が実施された後では、全国
七大学の大型計算機センターを利用する場合に、これらのうちのいずれか一箇所に申請すれば他の
大学の計算機も利用することが出来るようになる）。　申請書類ならびに申請方法等にっいては本
学のセンターの事務室に問い合せて頂きたい。
さて利用申請が受理されてユーザ名、グループ名及びパスワードが交付されると、次にTSS端
末の機器（ハードウエア）が必要になる。　必要なハードウエアにはパーソナルコンピュータ（フ
ロッビデスク、プリンタ等を含む）と音響カップラがある。　なお、パーソナルコンピュータには
直列入出力ポート（RS－232－C）がっいていなければならないため、標準として装備されて
いない機器にっては、それらを予め用意しておかなければならない。　ハードウエアの準備が出来
ると次にこれらをTSS端末として動作させるためのソフトウエアが必要になる。　このような通
信のための何等かのソフトウエアを既に持っておられる方、あるいはパーソナルコンピュータのコ
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マンドを用いてTSS端末として使用できるようになっている機械では特別なソフトウエアはなく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ﾆもよいが、後からの使い勝手等を考慮するとやはり専用のプログラムを用意しておいたほうがよ
い。　このソフトウエアは、本学のセンタ・一のセンターコマンド、TSS工、IST、として用意さ
れているのでこれを用いてプリンタに出力するなり、既にパーソナルコンピュータをTSS端末と
して使用している人に頼んでデスケットにコピーして貰えばよい。　　なおセンターに用意されて
いるソフトウエアは標準的な仕様になっているため、用いる機械によっては手直しをする必要があ
り、またこれはソースリストであるため実行可能なようにコンパイルする必要がある。　これらの
詳細については既にTSS端末を使用している方かまたはプログラム相談員に尋ねて頂きたい。
3．　RTSSを用いたデータの検i素
以上の準備が整えば、実際にRTSSを使って東大センターを利用することが可能になる。ここ
では東大センターのデータベースを操作してデータの検索を行い、結果を本学のセンターのユーザ
ファイルに出力することにする。　RTSSを起動するための一連の操作を図1に示す。　但し、
ここではパーソナルコンピュータ上で既に通信用プログラムが起動され、構内電話を用いてセンタ
一のモデムが呼びだされているものとする。
図1の手順に従った…連の操作で大抵の場合そのまま東大センターを呼び出すことが出来るが、
時には何等かの原因で入力が受け付けられなかったり、あるいは東大センターの回線がふさがって
いたりすることがある。　このような場合には最初から入力しなおさなければならない。　また、
東大センターに接続された後（図1の（6）以降）では、デスプレイ上にメッセージが表示され改
行がなされてもすぐには次の入力を開始しないで頂きたい。　この改行後もう一回改行が行われて
はじめて次の入力が受け付けられるようになっているため、ここで直ちに入力すると途中で改行が
行われて正しく入力されないことになってしまう。　さて、東大センターに接続されるとデスプレ
イ上に〉＞　（ケット　ケットと呼ぶ）が表示される。　こ九から後は東大センターの規則に従って
操作を行うことになる。　　　　　　　　　　　　　　，
東大センターには現在5種類のセンター提供のデータベースが用意されている。　　これらはい
ずれもTOOL－IR／ORIONという情報検索システムのもとで使用するようになっているた
め、データベースに関係なく同一のコマンドを用いて検索あるいは出力を行うことが出来る．　但
し、データベースによっては使用できないコマンドがあるので注意する必要がある。　ここでは、
電気電子関係の文献情報の入っているIEEというデータベースを使うことにする。　図2に示す
…連の操作を行うことによってc脳PUTERとRELIABrLI丁Yという用語に関係のある文献情報を取り出
すことが出来る。　なお、データベースの詳しい使いかたにっいては文献［12］．，〔13］等を御覧
頂きたい。　このようにして検索した情報を次に本学のセンターのユーザファイルに出力すること
にする。データベースに対して必要な操作を行った後、図2（5）のPRI醤Tコマンドを入力す
ることによって指定されたデータが東大センターの一時的なファイルに蓄えられる。　次にこのフ
アイルの内容を本学のセンターに転送すればよいことになる。　しかしデータを転送するには、東
大センターのジョブ番号が必要になるので、この段階で図2（8）のSTATUSコマンドを実行
してジョブ番号（括弧内の番号）を確認しておいて頂きたい。
転送を行うためにはデータベースの処理を終了し更に東大センターとの接続を断ちきって、東大
センターからのデータを受け取るための場所を準備するように本学のセンターに指示する必要があ
る。　東大センターとの接続を断ち切るためには勿論現在の処理を全て終了してもよい（LOGO
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FFコマンドを入力する）が、本学のセンターに指示を与えた後で直ちに東大センターに戻らなけ
ればならないことを考えると、回線だけを一時的に断ち切っておいたほうが便利である。　そのた
めには図2（9）の￥D工Sコマンドを入力すればよい。
さて、回線が断ち切られるとパーソナルコンピュータ上のプログラムも終了してしまう。　そこ
で、再度プログラムを起動した後図3に示す一連の操作を行うことになる。　ここで入力するユー
ザ名等はいずれも本学のセンターのものなので間違えないように注意して頂きたい。　これらの入
力が終了した後で東大センターからのデータを受け取るための場所を設定するために図3（6）の
RJSOUTコマンドを入力する。　このとき先程確認しておいた東大センターのジョブ番号を正
く入力する必要がある。　これらの操作が終了した後で再び東大センターに戻って先程蓄えておい
たデータの転送を行うことになる。
このための操作を図4に示す。　　東大センターと接続するまでの操作は図1と同じであるが図
1（7）に対応する図4（1）の工、OGONコマンドの最後に，　Rがついていることに注意して頂き
たい。　　これは再接続を表しており、これを忘れると再び入力しなおさなければならないことに
なる。さて、再び回線が接続されたのでいよいよデータを本学のセンターに転送することにする。
これは図4（2）のCHGDESTコマンドを入力することによって実行される。　ここでジョ
ブ番号は先程データ検索を行ったジョブのジョブ番号である。　またこのコマンドの出力先識別名
として表1に示す四種類のものを使用できるので、必要に応じて選ぶことが出来る。これで全ての
操作が終了したので東大センターのTSS処理を終了することにする。　図4（3）のLOGOF
Fコマンドを入力すると全ての処理が終了する。　これで、検索したデータが本学のセンターのユ
一ザファイルに格納されたため、後は本学のセンターのコマンドを用いて更に処理を行うことも、
またプリンタに出力することも自由に出来ることになる。
4．むすび
東京大学大型計算機センターに用意されているデータベースを用いたデータ検索を例に取りあげ
てRTSSの簡単な使い方にっいて述べてきた。　RTSSに限らず特に計算機は、いろいろな試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、s錯誤を繰り返しながらも実際に体を動かして使用してみるのが最も大切なように思われる。　こ
の時に試行錯誤の回数を少しでも減らしてくれるのがマニュアルを中心とする手引書であるが、一
般にこれらが難解な文書の代名詞として｛吏われるごとく極めて解り難い。　幸い、本学の計算機セ
ンター及び東京大学大型計算機センターからは解りやすい多くの手引書が発行されているので、こ
れらを活用して是非計算機に親しんで頂きたい。　本稿がそのために少しでもお役にたてれば幸い
である。　最後に、RTSSに関係のある文献を挙げておいたので御覧頂きたい。　＊印のついた　　　　　　　　　　　　　　　、
文献は本学の計算機センター，千印のついた文献は東京大学大型計算機センターから発行されたも
のであり、何れも無料で入手できる。　また、無印のものは有料であるが、本学の計算機センター
に用意されているのでそれを利用されるのも一方法であろう。
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表1　出力先識別名
「｝PR・13噺肚励ンタニ竺」
iPR2　　　　　　　　　　　　　　1R000行未満のプリンター出力　　！
iPU・ 80バイト／レコードのファイル
巴u2 256バイト／レコードのファイル@　　　　　　　　ー
＊＊＊　ENTER　OS　OF　COMPUTER［V）OS3，A）COS］　　：　ACOS　｝
＃＃＃　TSS　期ODE（ACOS）　＃＃＃
￥CON　RTSS｝ （2）
10：05　　MCNW90CONREQ　COMPI、ETED
ENTER　ACCOUNT／USER　？
グループ名／ユーザ名↓ （3）
ENTER　PASSWORD　？
パスワード↓ （4）
ENTER　HOST　ID
H－280恥 （5）
L，INE　OPENING　PROCESS
GO
JCT54022A　ENTER　TERHINAI、　TYPE主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
JCT54012A　ENTER　I、OGON
LOGON　東大ユーザ名／東大パスワードル （7）
JGP3001ユーザ名　　，　LASTACCESSED　DATE富86．04．11　TIHE富09．51．47
JET100651　TSSユーザ名　STARTEI）TIHE冨10：05：41　DATE雷86－04－11
’＞＞NE脚S’　O　GORAN　KUDASAI．　　　　　　　　　　　　　　　　　　UPDATE　86－04－09
WELCOME　TO　M280H．
YOUR　I、AST　ACCOUNT　WAS　＄150000（＄148485）
＞＞
｝ （8）
図ユ　回線の接続
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＞＞
四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
WELCOME　TO　TOOL－IR／ORION　”IEE”　DATABASE．
THIS　　IS　VERSION　O6／03　RELEASED　ON　　1986．03．26．
DATABASE：　INSPEC－1C　COMPUTER　ANI〕　CONTROL　ABSTRACTS．
COHMAND　FORMAT　　　　　　DATABASE　　　　　　NO．　OF　DOCS．
＞＞IEE　　NEW　　　　　　　　　　　　　　APR．1986　　　　　　　　5584
＞＞IEE　　1986　　　　　JAN．一一APR．1986　　　　　　　21473
SUBCOHMANDS：　SEARCH（S），】〕ISPI、AY（】）），ANI〕，OR，　DIF，DUMP，
QSAVE，　QUSE，KEEP，　ENTER，　REMIND，LIMIT，
一EDIT，　END，．．。
SEE　　”TOOI、－IR／ORION　COMMAND　盟ANUAL”　FOR　DETAII、．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
NEXT　UPDATING　－一＞　　1986．04．23．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
TYPE　　IN　COMMAND
1／
SEARCH・COHPUTER＊｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
・SEARCH　COMPUTER＊
＊　　　　　2250　　　　　1／　　　COMPUTER
2／
SEARCH　RELIABILITY＊｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
SEARCH　REI、IABII、ITY＊
＊　　　　　　　128　　　　　2／　　　RELIABII、
3／
AND　1，2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
AND　1，2
＊　　　　　　　　37P　　　　3／　　　1　AND　　2
4／
PRINT｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
PRINT
THIS　PRINTOUT　MAY　BE　LENGTHY　　（37　1TEMS）．
WHICH　　ITE瓢S　DO　YOU　騨ANT　TO　SEE　FIRST？
1－　　　／
上旦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
ORDER　NUHBER　860411－100621一ユーザ名　　一〇〇1－001　WITH　5　0F　37　1TEHS
WILL　　BE　PRINTED　OFF－1、INE
4／
廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
END
ORDER　NUMBER　860411－100621一ユーザ名　　一〇〇1　ROUTED　（1　PRINTS）．
DB－USE　CHARGE冨　　　209YEN
END　OF　TOOI．－IR／ORION　”IEE”　DATA8ASE．
＞＞
STATUS」》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
JET354461　」OBユーザ名（T　B22137）　IN　EXECUTION
JET354271　」OBユーザ名（T　B22074）　IN　OUTPUT　QUEUE
＞＞
皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
図2　データの検索
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‡‡＊　ENTER　OS　OF　COMPUTER　　［V）OS3・A）COS］　　：　ACOSコヒ　　　　　　　　　（1）
36組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
＃＃オ‡　TSS　翻ODE（ACOS）　＃＃＃
￥CON　ATSS｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
10：11　　細CNW90　　　　　　　　CONREQ　COMPI、ETED
ENTER　LOGIN　一
ユーザ名／パスワード　グループ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
LOGIN　ACCEPTED　AT　86－04－11　10：12：19　FROM　T閑2701　RON召XOOO6虹51
YOUR　LAST　I、OGIN　AT　86－04－10　16：16：20
＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡
＊　　1）　アナタ　ハ　センター　コマント“　ヲ　　リヨウ　テψキマス．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　2）　CMLIST　　ト　キー　イン　スルト　コマント“　イチラン　カ“　　ヒョウシ“　サ1！マス．　　＊
＊　　3）　センター　コマント“　ヲ　リヨウ　シタク　ナイ　トキ　ハ　ツキ“　ノ　ウチ　ノ　イツ“レ　　＊
＊　　　　　カノ　　ゾウサ　ヲ　　シテ　　クタ“サイ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　・　LOGOFF　コ“　NOPROC　ハ゜ラメータ　ヲ　ツケラ．　1、OGIN．　　　　　　　　‡
＊　　　　　　・　PROFILE　NOPROC　ト　キー　イン．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊‡＊＊＊＊＊＊
86－04－11／9：00　　　　ミ～サンカ“ク　　：　　　100000　エン　　　　シヨウカ9ク　　：　　　　　　206　エン　　　　サ”ンキン　　：　　　　99794　エン
聖TER　ATTENTI°N　KEY［［）CAN・P）F15］：　　　　　（・）
PRINTER　フキ　ノ　ATSS　タンマフ　テψスカ　？　　［N）0，Y）ES］　　：
⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
＊RJSOUT　T822137；EFN躍グループ名．ユーザ名．ファイル名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
＊LO｝
（7）
SESSION　TERHINATED。　AT　86－04－11　10：13・51
10・13　　　MCNW90　　　　　　　　DISREQ　CO照PLETED　－　　（0）
図3　データ格納ファイルの指示
JCT54012A　ENTER　LOGON
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「kOGON　東大ユーザ名／東大パスワード・R｝　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
＞＞
CHGDEST　＊（TB22137），D（グループ名．ユーザ名．ファイル名））　　　　　（2）
＞＞
LOGOFF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
JET110611　USER　COMHAND　PROFILE　BEING　STORED
＊　　JSN＝B22137　　CT＝01．34　　ET＝00・12：23　　HEHORY＝1000KB　　OUT＝2P
＊　FILE＝（OKB：＄0，19KB：＄1）　　ACCT富（A，＄250．＄1765．＄148235）
＊　1）ATABASE言（＄209，＄0）
iET100801　ユ＿ザ名　TSS　SESSION　ENDED　TIME置10：18：04　1）ATE＝86－04－11＋
図4　データの転送　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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